
ま
た
、
関
係
者
に
限
る
情
報

の
秘
匿
性
に
つ
い
て
は
、
第
三

者
の
盗
み
見
な
ど
を
防
止
す
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
暗
号
化
通
信

（
Ｓ
Ｓ
Ｌ
）を
導
入
し
た
。
保
障

会
社
は
セ
コ
ム（SECO

M

）で
、

そ
の
保
障
マ
ー
ク
を
ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー

ジ
上
に
掲
載
で
き
る
こ
と
で
、

当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に

関
す
る
信

頼
性
向
上

を
期
待
で

き
る
。

一
般
向
け
ペ
ー
ジ
で
は
先
物

協
会
の
研
究
調
査
助
成
金
制
度

を
受
け
た
研
究
等
の
成
果（
論

文
）の
全
文
を
載
せ
た（
写
真
は

論
文
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
）。

先 物 協 会 ニ ュ ー ス

中
部
商
品
取
引
所
は
、
６

部
２
室
で
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
の
所
属
し
て
い
る

部
署
は「
サ
ー
ビ
ス
部
」
と

い
い
ま
す
。
ち
な
み
に
英
語

表
記
で
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ディ
ビ
ジ
ョ
ン（M

arketing
D
ivision

）で
す
。

サ
ー
ビ
ス
部
と
名
乗
る

と
、
電
話
の
向
こ
う
の
方

や
名
刺
を
見
ら
れ
た
方
は
、

不
思
議
そ
う
に
確
認
さ
れ

ま
す
。
今
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

部
と
い
う
名
称
に
も
な
れ

ま
し
た
が
、
当
初
は
、
少
し

戸
惑
い
を
感
じ
ま
し
た
。

名
称
も
仕
事
の
内
容
も
他

の
取
引
所
に
は
な
い
ユ
ニ
ー

ク
な
サ
ー
ビ
ス
部
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

当
部
の
発
足
は
、
平
成

16
年
４
月
。
そ
れ
ま
で
の
会
員

部
の
会
員
加
入
・
Ｉ
Ｒ
機
能
と
、

企
画
部
の
広
報
・
Ｉ
Ｒ
機
能
と
を

統
合
し
て
で
き
、
２
年
目
に
な
り

ま
す
。
業
務
の
内
容
は
会
員
加

入
の
促
進
、
会
員
へ
の
情
報
の
提

供
、
各
商
品
市
場
の
Ｐ
Ｒ
、
当
業

者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
、
投
資
家
向

け
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
多
彩

で
、
当
所
の
活
動
及
び
発
表
を

迅
速
か
つ
正
確
に
伝
え
る
広
報

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
適
切

な
情
報
開
示
」こ
そ
業
界
発
展
に

不
可
欠
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

現
在
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
石
油

市
場
に
お
け
る
営
業
活
動
の
知

識
向
上
の
た
め
、
受
託
会
員
各

社
に
当
所
職
員
が
直
接
出
向
き
、

休
日
の
土
・
日
曜
に
講
習
会
及

び
検
定
試
験
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ

て
、
昨
年
の
改
正
商
品
取
引
所

法
施
行
に
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
変
更
を
迫
ら
れ
て
い
る
商

品
取
引
員
各
社
に
付
加
価
値
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
取
引
所
と

し
ま
し
て
も
業
界
の
活
性
化
の

た
め
先
物
取
引
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
、
業
界
は
業
容
拡
大
に
新

た
な
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
新
規
商
品
の
上
場
は
単
に

出
来
高
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、

経
済
社
会
に
役
立
つ
も
の
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
上
場
は
循
環

型
社
会
に
貢
献
、
商
品
先
物
取

引
の
新
た
な
可
能
性
を
切
り
拓

い
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な「
社
会
と
の
共
生
」
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「適切な情報開示」が不可欠

Ｊ
Ｒ
高
崎
線
の

深
谷
駅
か
ら
車

で
15
分
ほ
ど
北
東

に
進
む
と
血
洗

島
と
い
う
物
騒
な

地
名
の
集
落
が

あ
る
。
渋
沢
栄
一

生
誕
の
地
で
、
近

く
に
記
念
館
が
あ
り
、
渋
沢
の

肉
声
が
聞
け
る
。
83
歳
の
翁
が

持
論
の「
道
徳
経
済
合
一
」
説

を
諄
々
と
説
い
て
い
る
▼
平
た

く
言
え
ば
論
語
と
ソ
ロ
バ
ン
は

両
極
端
に
あ
る
よ
う
に
み
え
る

が
、相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、

調
和
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
の
だ
。
渋
沢
の
信
念
の
根

拠
は
孔
子
の
教
え
る『
論
語
』

に
あ
る
。「
そ
れ
算
盤
を
は
じ

く
は
利
で
あ
る
。
論
語
を
読
む

は
道
徳（
義
）で
あ
る
。
余
は
こ

の
論
語
と
算
盤
と
の
二
つ
が
相

伴
い
、
相
一
致
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
と
信
ず
る
」
▼
耐
震
強
度

擬
装
事
件
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
、
東

横
イ
ン
…
…
た
て
続
け
に
企
業

不
祥
事
が
飛
び
出
す
。
先
物
業

界
の
大
手
企
業
が
退
場
さ
せ
ら

れ
た
の
も
、
論
語
を
忘
れ
、
ソ

ロ
バ
ン
に
走
っ
た
か
ら
に
他
な

ら
な
い
。
古
諺
に「
商
人
と
屏

風
は
真
っ
直
ぐ
で
は
立
た
ぬ
」

と
あ
る
。
だ
が
、
現
代
は
こ
れ

が
通
用
し
な
い
の
だ
▼
と
は
申

せ
、
渋
沢
栄
一
は
お
金
の
貴
さ

も
忘
れ
な
い
。「
老
人
も
、
壮
者

も
、
青
年
も
、
男
女
す
べ
て
の

貴
ぶ
べ
き
も
の
、
そ
れ
が
金
だ
」

と
説
く
。
だ
か
ら
、
昭
憲
皇
太

后
の「
持
つ
人
の
心
に
よ
り
て

宝
と
も
、
仇
と
も
な
る
は
黄
金

な
り
」の
御
製
を
信
奉
す
る
。

そ
し
て
、
功
名
心
に
は
や
る
若

者
に
こ
う
呼
び
か
け
る
▼
「
早

く
出
世
し
よ
う
と
焦
り
、
他
人

を
押
し
の
け
て
利
己
的
立
場
か

ら
考
え
る
。
そ
の
手
段
と
し
て

機
会
あ
る
毎
に
自
分
を
偉
く
見

せ
よ
う
と
自
己
宣
伝
す
る
。
そ

し
て
最
も
大
切
な
自
己
の
修
養

を
閑
却
す
る
傾
向
が
あ
る
」。

ホ
リ
エ
モ
ン
よ
、
渋
沢
栄
一
を

読
め
、
論
語
を
繙
け
。
今
か
ら

で
も
遅
く
は
な
い
。（
泉
）

1
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「
日
本
経
済
発
展
へ
の
一
助
」に

な
る
こ
と
こ
そ
、
今
後
、
商
品
先

物
業
界
が
求
め
る
べ
き
道
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

過
去
３
回
に
わ
た
っ
た
商
取

法
の
大
改
正
で「
利
便
性
、
信
頼

性
の
向
上
」「
国
際
化
」が
打
ち
出

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
絵
に
描
い
た
餅
に

せ
ず
、具
体
化
し
て
い
く
こ
と
が
、

い
ま
こ
そ
急
務
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
に
は
取
引
所
、
商
品
取

引
員
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

中
部
商
品
取
引
所
も
そ
の
一
翼

を
担
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

１
９
７
６
年
旧
名
古
屋
穀
物
商

品
取
引
所
入
所
。
１
９
９
６
年

合
併
に
よ
り
中
部
商
品
取
引
所
。

２
０
０
４
年
よ
り
サ
ー
ビ
ス
部
。

中部商品取引所
サービス部課長 須原　香代

あ
だ

こ
が
ね

ひ
も
と

先物協会ＨＰ

ネ
ッ
ト
暗
号
化
通
信
（
Ｓ
Ｓ
Ｌ
）
導
入

具
体
的
な
内
容
は
次
の
通

り
。

（1）
「
委
員
会
等
の
議
事
録
・
資

料
」の
電
子
的
提
供
の
追
加

①
今
後
の
議
事
録
は
す
べ
て

ｗ
ｅ
ｂ
上
の
み
で
の
追
加
と
す

る
。②

過
去
の
議
事
録
で
、
電
子

フ
ァ
イ
ル
の
存
在
す
る
も
の
はｗ

ｅ
ｂ
上
で
提
供
す
る
。
電
子
フ

ァ
イ
ル
が
存
在
し
な
い
も
の
は

順
次
電
子
化
し
て
ｗ
ｅ
ｂ
上
で

提
供
す
る
。

③
資
料
と
議
事
録
は
将
来
的

に
は
分
割
し
て
提
供
す
る
が
、

下
位
の
階
層
の
ペ
ー
ジ
作
成
が

完
了
し
て
い
な
い
現
状
を
考
慮

し
て
、
当
面
一
括
フ
ァ
イ
ル
と

し
て
提
供
す
る
。

資
料
の
み
あ
る
い
は
議
事
録

の
み
を
必
要
と
す
る
者
は
フ
ァ

イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
後
、

必
要
な
ペ
ー
ジ
の
み
を
印
刷
す

る
よ
う
誘
導
す
る
こ
と
で
欲
し

い
情
報
の
入
手
が
可
能
で
あ

る
。

（2）
「
調
査
関
連
」
項
目
の
追
加

会
員
に
対
し
て
本
会
が
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の
結
果

を
掲
載
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
追
加

し
た
。

（3）
「
市
場
振
興
戦
略
会
議
」

開
催
済
み
及
び
開
催
前
の
会

議
資
料
の
提
供
の
省
力
化
及
び

会
員
間
の
問
題
意
識
の
共
有
化

を
目
的
と
し
て
本
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
た
。

（
例
）

●
運
営
の
効
率
化
と
意
思
決

定
の
迅
速
化

●
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
情
報
共

有
化
と
会
員
意
見
の
反
映

（
会
員
と
の
意
思
の
疎
通
の

迅
速
化
）

●
業
態
別
の
会
員
意
見
の
反

映

き
ら
）氏
略
歴
　
１
９
８
２
年

東
京
大
学
経
済
学
部
卒
、
農
水

省
入
省
。
91
年
経
済
局
国
際
部

貿
易
関
税
課
課
長
補
佐
、
95
年

大
臣
官
房
総
務
課
課
長
補
佐
、

97
年
食
品
流
通
局
品
質
課
国
際

規
格
調
整
官
、
２
０
０
１
年
総

合
食
料
局
流
通
課
卸
売
市
場
室

長
、
03
年

農
村
振
興

局
整
備
部

防
災
課
長
。

農
林
水
産
省
は
１
月
６
日
、

同
省
所
管
の
商
品
先
物
行
政
を

担
当
す
る
総
合
食
料
局
商
品
取

引
監
理
官
に
大
臣
官
房
付
で
、

前
農
村
振
興
局
土
地
改
良
企
画

課
長
の
井
上
明
氏
を
同
日
付
で

当
て
る
人
事
を
発
表
し
た
。

２
０
０
３
年
１
月
か
ら
３
年

間
、
商
品
取
引
監
理
官
を
務
め

た
田
辺
義
貴
氏
は
、
農
村
振
興

局
企
画
部
農
村
政
策
課
長
に
就

任
し
た
。

井
上
　
明
（
い
の
う
え
　
あ

商
品
取
引
監
理
官
に
井
上
明
氏

先
物
協
会
は
１
月
17
日
の
理
事
会
で

平
成
18
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
策

定
の
基
本
方
針
を
決
め
た
。
こ
の
基
本

方
針
に
沿
っ
て
常
設
委
員
会
（
総
務
委
員

会
、
制
度
政
策
委
員
会
、
広
報
委
員
会
）

が
具
体
案
を
作
成
す
る
が
、
以
下
の
考
え

方
を
３
本
柱
と
す
る
。
会
費
（
定
率
会
費

の
予
納
単
価
）
は
据
え
置
き
と
し
、
運
営

準
備
金
は
取
り
崩
さ
な
い
方
針
。

３
つ
の
基
本
方
針
と
、
そ
の
具
体
的
な
例
は
次
の
通
り
。

1.
市
場
の
流
動
性
確
保
と
市
場
活
性
化
の
推
進

（
例
）

●
商
品
取
引
受
託
業
の
信
頼

性
の
確
保
に
係
る
支
援

●
業
務
の
多
様
な
展
開
の
た

め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備（
市
場

会
員
機
能
と
清
算
会
員
機

能
、
仲
介
機
能
等
の
分
離

と
得
意
分
野
へ
の
集
中
・

統
合
等
多
様
な
選
択
肢
を

可
能
と
す
る
制
度
検
討
）

2.
業
界
関
係
団
体
の
機
能
の
強
化
と
効
率
化
の
推
進

（
例
）

●
商
品
先
物
知
識
普
及
活
動

に
お
け
る
連
携
強
化（
会

員
・
業
界
団
体
等
と
連
携

し
た
草
の
根
的
知
識
普
及

活
動
）

●
団
体
機
能
見
直
し
に
よ
る

合
理
化
・
経
費
節
減
の
検

討
●
協
会
準
会
員
制
度
活
用
に

よ
る
業
界
活
動
の
強
化

3.
協
会
運
営
の
効
率
化
・
合
理
化

先
物
協
会
は
会
員
に
対
す
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
、
で

き
る
限
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
経
由
と
し
、
情
報
提
供
の
迅
速

化
及
び
コ
ス
ト
低
減
に
努
め
て
い
く
。
そ
の
た
め
利
用
者

が
効
率
よ
く
必
要
情
報
を
入
手
で
き
る
よ
う
２
月
か
ら
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
充
実
す
る
と
と
も
に
会
員
専
用
ペ

ー
ジ
の
掲
載
内
容
を
追
加
し
、レ
イ
ア
ウ
ト
も
変
更
し
た
。

会
員
専
用
ペ
ー
ジ
を
充
実

助
成
論
文
を
掲
載

トップページ保障マーク

ま
た
、収
支
予
算
の
総
額
は

定
率
会
費
の
予
納
単
価
２
円
50

銭（
今
年
度
と
同
額
に
据
え
置

き
）に
売
買
高
見
込
み
を
乗
じ

た
も
の
と
し
、運
営
準
備
金
の

取
り
崩
し
は
見
込
ま
な
い
こ
と

を
前
提
に
し
た
規
模
と
す
る
。

予
納
単
価
2
円
50
銭


